
１
「企業の森林整備活動に関する検討会」実施要領

第１ 趣 旨

近年、経済のグローバル化、情報化社会の進展、環境問題の顕在化、消費者意識の

変化等を背景として、企業の社会的責任（ＣＳＲ）に対する関心が高まっている。

このような背景の下、森林の整備活動等を通じて社会貢献活動を展開したいとする

企業の潜在的ニーズは高いものがあるが、森林の整備活動等は一般の企業にとっては

特殊な分野であり、具体的なイメージや手法等について未知な部分が多いとの指摘が

ある。

、 、 、一方 林野庁としては 我が国の森林の整備を国民全体で支えるという考え方の下

企業の社会貢献活動の参画も得ながら森林の整備・保全を推進し、森林の多面的機能

の発揮に向けて、森林・林業の再生を図っていくこととしている。

このため、学識経験者や企業関係者、ＮＰＯ等関係各層から委員の参画を得て、企

業のＣＳＲ活動の促進も念頭に置きつつ、森林整備活動への参画促進方策について検

討する｢企業の 」(以下｢検討会｣という。)を開催し、森森林整備活動に関する検討会

林の整備活動等を通じた社会貢献活動に企業の参加をより促す方策等について、提言

を得ることとする。

第２ 検討事項

企業の森林整備活動の促進方策についての検討

第３ 検討会の運営

１ 構 成

検討会は、学識経験者、企業関係者、地方自治体、各種団体の代表等の中から、別

紙に掲げる委員をもって構成する。

２ 座 長

本検討会に座長を置くこととし、互選によりこれを定める。

３ 議事内容の公表

検討会の議事内容は、発言要旨により公表する(内容については、必要に応じ委員

の同意を得る。)。

４ 庶 務

検討会の庶務は、林野庁森林整備部研究・保全課及び国有林野部業務課においてこ

れを処理する。

５ その他

この要領に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が検討会に

諮って別に定める。

第４ 開催期間

平成１８年２月から平成１８年５月までの間に４回程度開催する。
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